
ＩＮＤＥＸ（今週ページ）

ＳＡＮＰＯ　ＷＥＢ　w w w . s a n p o - p u b . c o . j p /

アベキン、一貫生産強化　２面

新社長登場　　　　　　　３面

肉盛特集　　　　　５７面

レーザニュース　　　　　８面
静岡県特集　　　　９面
医療ガス特集　　　面

新入社員の教育現場・８社訪問　・面

競
技
会
で
仕
事
の
流
れ
把
握

課
題
は「
現
場
で
使
う
技
術
」

造
船
、回
復
に
期
待
高
ま
る

上
期
受
注
は
前
年
比
２
・
５
倍

多
様
化
す
る
精
密
板
金

最
新
設
備
で
加
工
性
向
上

③

今 夜 開 幕
パラリンピック

溶接技術で聖火トーチ制作

　●渡邉聡（プレシテック・ジャパン代表取
　締役ＣＥＯ）

　製造業を取り巻く不景気もあり、中小製造
業者が自社製品を開発して「メーカーとして
の立場でも売上を確保する」という動きが活
発化している。金属加工業のアベキン（新潟
県燕市、阿部隆樹社長）もその一社。勢いの
ある同社を取材した。

　特集で、日本医療ガス学会の武田純三理事
長に医療ガスの安全管理やコロナ禍における
院内教育のあり方、またガスメーカー、販売
店担当者に新型コロナウイルス感染拡大のも
とでの需要動向と今後の見通しなどを聞い
た。

　肉盛溶接は、各種プラント設備や機械設備
の補修・メンテナンスなどに欠かせないもの
として活用されている。「硬化肉盛」や「耐
食肉盛」などに代表される各種肉盛溶接技術
は、今後ますます重要度が高まると考えられ
る。特集で肉盛溶接や特殊溶接に焦点を当て、
その現状や展望などを紹介する。
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夏
休
み
の

終
わ
り
に
向

け
て
子
供
達

が
宿
題
に
追

わ
れ
て
い

る
。
中
に
は
宿
題
の
代

行
業
者
ま
で
あ
る
と
い

う
か
ら
驚
く
。
た
だ
、

今
年
は
子
供
に
と
っ
て

の
強
い
味
方
が
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務

と
な
っ
て
い
る
お
父
さ

ん
だ
▼
友
人
は
研
究
職

で
娘
２
人
、
息
子
１
人

の
子
を
持
つ
。
仕
事
柄

は
り
き
っ
た
の
が
、
自

由
研
究
の
宿
題
で
あ

る
。
「
自
分
が
学
生
時

代
と
社
会
人
を
通
し
て

研
究
と
い
う
リ
ア
ル
を

追
求
す
る
道
を
歩
ん
で

き
た
の
で
、
子
供
に
は

少
し
で
も
夢
を
持
た
せ

た
い
」
と
、
天
体
望
遠

鏡
を
購
入
▼
子
供
と
一

緒
に
天
体
観
測
に
取
り

組
ん
だ
。
当
初
、
都
心

で
ど
こ
ま
で
星
が
み
え

る
か
不
安
だ
っ
た
。
し

か
し
望
遠
鏡
を
夜
空
に

向
け
る
と
土
星
の
輪
や

衛
星
が
わ
か
る
ほ
ど
良

く
み
え
、
子
供
ら
の
反

応
も
良
好
だ
っ
た
▼
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た

ら
旅
行
を
兼
ね
て
、
ど

こ
か
山
の
方
へ
星
を
見

に
行
く
約
束
を
し
た
。

た
だ
、
息
子
の
宿
題
に

は
、
昆
虫
採
集
を
提
案

し
た
が
、
虫
を
怖
が
る

た
め
断
念
。
「
男
の
子

な
の
で
も
う
少
し
た
く

ま
し
く
育
て
ほ
し
い
」

と
こ
ぼ
す
▼
コ
ロ
ナ
禍

は
社
会
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
が
、
普
段
仕

事
ば
か
り
で
存
在
感
の

薄
い
父
親
と
家
族
と
の

絆
を
深
め
る
こ
と
に
も

な
っ
て
お
り
、
必
ず
し

も
悪
い
影
響
だ
け
で
は

な
い
よ
う
だ
（
Ｙ
）

　
日
本
造
船
工
業
会
の
宮
永
俊
一
会
長
（
三
菱
重

工
業
）
は
会
見
で
「
今
後
は
２
０
１
０
年
前
後
に

大
量
に
竣
工
し
た
船
舶
の
代
替
建
造
需
要
に
加

え
、
世
界
的
な
環
境
規
制
強
化
の
流
れ
に
よ
る
代

替
も
見
込
ま
れ
る
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、

国
内
造
船
の
需
要
回
復
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。

自
動
機
で
溶
接
の
効
率
化
を
図
る
（
ヤ
マ
ト
プ

ロ
テ
ッ
ク
）

　
北
海
道
小
樽
市
の
Ｈ
グ

レ
ー
ド
の
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
タ
―
で
あ
る
大
川
鉄

工
所
（
大
川
晃
弘
社
長
）

で
は
「
仕
事
全
体
の
流
れ

を
把
握
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
自
社
で
溶
接
競
技
会

を
開
催
し
て
お
り
、
特
に

「
実
際
に
現
場
で
使
用
す

る
技
術
」
を
競
技
内
容
に

設
定
す
る
こ
と
に
注
力
し

て
い
る
。

　
大
川
鉄
工
所
は
１
９
１

９
年
に
鍛
冶
屋
と
し
て
創

業
し
た
Ｈ
グ
レ
ー
ド
の
鉄

工
所
で
２
０
１
９
年
に
創

業
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。
企
業
ビ
ル
や
病
院
、

事
務
所
な
ど
商
業
用
の
建

物
を
主
軸
と
し
た
、
鉄
骨

な
ど
の
溶
接
を
生
業
と
す

る
同
社
で
は
、
部
署
ご
と

で
は
な
く
、
「
各
個
人
が

自
社
業
務
の
全
容
を
把
握

で
き
て
い
る
状
態
を
作

る
」
と
い
う
目
標
の
達
成

に
向
け
て
溶
接
競
技
会
を

実
施
。
社
内
・
グ
ル
ー
プ

企
業
が
集
ま
り
８
月
２
日

に

人
の
技
能
者
が
技
術

力
を
競
っ
た
。

　
例
年
、
溶
接
技
能
者
以

外
に
も
設
計
や
営
業
部
門

と
い
っ
た
現
場
作
業
員
以

外
も
参
加
し
て
い
る
が
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

安
全
を
考
慮
し
て
現
場
作

業
員
だ
け
で
開
催
し
た
＝

写
真
。
機
械
設
備
を
使
っ

て
の
切
断
や
抜
き
を
担
当

し
て
い
る
１
次
加
工
部
門

が
４
人
、
部
品
の
組
み
立

て
・
溶
接
を
担
当
し
て
い

る
２
次
加
工
部
門
が
７

人
、
塗
装
部
門
が
１
人
、

外
国
人
技
能
部
門
か
ら
４

人
が
参
加
し
た
。

　
同
社
で
は
、
各
部
署
が

理
解
を
深
め
る
た
め
に
は

「
社
内
溶
接
競
技
会
の
課

題
は
日
常
業
務
の
延
長
に

す
る
」
と
い
う
。
例
え
ば

昨
年
は
「
Ｈ
鋼
に
ス
チ
フ

ナ
ー
プ
レ
ー
ト
と
い
う
補

強
材
を
炭
酸
ガ
ス
半
自
動

溶
接
で
接
合
す
る
」
と
い

う
現
場
で
実
際
に
必
要
と

な
る
競
技
内
容
。
今
年
は

「
競
技
時
間

分
（
片
付

け
な
ど

分
）
で
９
㍉
と


㍉
の
厚
板
鋼
板
を
炭
酸

ガ
ス
ア
ー
ク
半
自
動
溶
接

で
接
合
す
る
」と
い
っ
た
、

建
設
現
場
で
頻
繁
に
登
場

す
る
技
術
が
競
技
課
題
と

な
っ
た
。

　
従
来
、
現
場
作
業
員
以

外
が
出
場
す
る
場
合
は
競

技
会
の
直
前
に
１
週
間
程

度
の
練
習
時
間
を
設
け
て

い
る
が
、
今
年
は
未
経
験

の
参
加
者
が
い
な
か
っ
た

た
め
、
前
日
に
１
時
間
程

度
の
練
習
時
間
で
競
技
会

に
臨
ん
だ
。

　
優
勝
し
た
の
は
同
社
グ

ル
ー
プ
会
社
か
ら
参
加
し

た
佐
々
木
祐
樹
氏
で
、
入

社
し
た
の
は
今
年
６
月

だ
。
今
回
の
優
勝
に
対
し

て
「
中
途
入
社
の
た
め
溶

接
経
験
は
あ
っ
た
。
当
社

と
グ
ル
ー
プ
は
合
わ
せ
て

３
拠
点
で
も
の
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
全
社

的
な
業
務
を
把
握
す
る
意

味
で
も
、
垣
根
を
越
え
て

行
き
来
で
き
た
の
は
勉
強

に
な
っ
た
。
日
常
的
に
３

㍉
以
下
の
鋼
板
溶
接
を
主

業
務
と
し
て
い
る
た
め
、

厚
板
溶
接
が
上
手
に
で
き

る
か
が
不
安
だ
っ
た
。
前

職
で
は
厚
板
の
溶
接
士
だ

っ
た
た
め
、
培
っ
て
き
た

溶
接
技
術
が
身
体
に
染
み

付
い
て
い
る
こ
と
が
実
感

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
話

す
。

　
ま
た
、
前
回
優
勝
し
た

溶
接
班
長
の
小
山
昌
夫
氏

は
「
競
技
内
容
を
定
め
る

立
場
で
あ
り
な
が
ら
優
勝

を
逃
し
た
こ
と
が
く
や
し

い
。
一
方
で
、
厚
板
同
士

の
接
合
で
は
角
を
入
熱
し

す
ぎ
て
接
合
部
分
の
角
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。
外

観
を
大
切
に
す
る
顧
客
の

案
件
で
は
実
際
に
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
も

あ
る
た
め
、
現
場
で
は
必

要
な
技
術
だ
」
と
話
す
。

　
今
回
、
同
社
の
社
内
溶

接
競
技
会
で
は
、
外
国
人

技
能
者
が
ト
ッ
プ
５
位
に

２
人
が
入
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
は
「
当
社
の
外
国

人
技
能
者
は
ベ
ト
ナ
ム
国

籍
だ
。
言
葉
の
壁
が
あ
る

中
で
、
つ
ま
づ
く
度
に
ゆ

っ
く
り
と
何
回
も
溶
接
の

勘
所
を
説
明
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
は
言
葉
の
壁
を

超
え
て
し
っ
か
り
と
勘
所

が
伝
わ
っ
て
い
た
証
明
だ

と
思
っ
て
い
る
」
（
小
山

班
長
）
と
述
べ
た
。

　
製
品
に
対
す
る
高
機
能

・
高
付
加
価
値
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
も
の
づ
く
り

の
現
場
で
は
素
材
の
多
様
化
、
高
精
度
加
工
へ
の
対

応
な
ど
、
要
求
さ
れ
る
技

術
水
準
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は

新
設
備
の
導
入
が
効
果
的

だ
と
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
設
備
投
資
は
高
コ
ス

ト
な
た
め
二
の
足
を
踏
む

企
業
も
多
い
。
最
新
設
備

・
加
工
機
を
導
入
し
な
が

ら
技
術
力
を
高
め
、
事
業

幅
の
拡
張
を
狙
う
精
密
板

金
事
業
者
を
訪
ね
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
消
火
器
を
は
じ
め
と
す

る
住
宅
防
災
器
具
か
ら
、

大
規
模
な
防
災
設
備
ま
で

総
合
防
災
シ
ス
テ
ム
を
手

掛
け
る
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
マ

ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
（
東
京
・

港
区
、乾
雅
俊
社
長
）は
、

溶
接
を
軸
と
す
る
精
密
板

金
事
業
者
。
昨
今
の
同
社

は
主
力
と
な
る
消
火
器
製

造
に
お
け
る
円
周
溶
接
を

自
動
機
で
効
率
化
し
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
用
配

管
の
高
付
加
価
値
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
が
従
来
手
が
け
て

き
た
配
管
は
炭
素
鋼
鋼
管

を
使
用
し
て
い
る
が
、
昨

今
の
配
管
に
は
軽
量
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
同
社
で
は
、
鋼
製
と
比

較
す
る
と
半
分
以
下
の
重

量
で
同
程
度
の
強
度
を
可

能
に
し
、
耐
食
性
に
優
位

性
が
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
配
管
を
提
案
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
ス
テ
ン
レ
ス

は
難
溶
接
材
の
一
つ
で
、

ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
共
付

け
テ
ィ
グ
溶
接
を
行
い
、

継
手
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
応
じ

て
溶
加
材
も
使
用
す
る
と

い
っ
た
複
雑
な
工
程
を
こ

な
す
難
易
度
は
、
従
来
作

業
よ
り
も
格
段
に
高
い
。

ま
た
、
鋼
で
あ
れ
ば
約
４

㍉
の
板
厚
だ
っ
た
も
の

が
、
ス
テ
ン
レ
ス
に
な
る

と
約
２
㍉
を
溶
接
す
る
た

め
、
ひ
ず
み
な
ど
の
変
形

に
対
す
る
配
慮
も
今
ま
で

以
上
に
必
要
だ
。

　
こ
の
技
術
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
同
社
が
導

入
し
て
い
る
の
が
、
ダ
イ

ヘ
ン
製
の
交
直
両
用
イ
ン

バ
ー
タ
「
Ｄ
Ｔ
３
０
０
Ｐ

Ⅲ
」
だ
。
同
溶
接
機
は
電

流
を
細
か
く
制
御
す
る
パ

ル
ス
機
能
を
持
つ
た
め
肉

厚
の
違
う
パ
イ
プ
で
あ
っ

て
も
穴
を
あ
け
る
こ
と
な

く
溶
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
、
こ
の
配
管
は

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
か
ら

評
価
さ
れ
、
工
場
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
大
規
模
施
設
を
中
心
に

導
入
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
。

　
ト
ラ
ッ
ク
用
部
品
や
建

築
用
部
材
な
ど
を
手
が
け

る
相
模
溶
断
（
相
模
原
市

南
区
、
井
川
英
史
社
長
）

で
は
、
レ
ー
ザ
切
断
機
お

よ
び
ガ
ス
切
断
機
を
駆
使

し
た
幅
広
い
板
厚
の
切
断

加
工
を
強
み
と
す
る
。

　
地
域
密
着
型
の
た
め
短

納
期
に
こ
だ
わ
る
同
社

は
、
２
０
０
６
年
と
い
う

比
較
的
早
い
段
階
で
、
炭

酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
切
断
機
を

導
入
。
そ
の
後
パ
レ
ッ
ト

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
付
き
の
４

㌔
ワ
ッ
ト
炭
酸
ガ
ス
レ
ー

ザ
加
工
機
を
導
入
し
た

が
、
同
シ
ス
テ
ム
が
老
朽

化
し
て
き
た
た
め
に
今
年

１
月
に
三
菱
電
機
の
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
加
工
機

「
Ｍ
Ｌ
３
０
１
５
Ｇ
Ｘ
―

Ｆ

」
（
６
㌔
ワ
ッ
ト
）

と
シ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

「
Ｆ
Ｏ
Ｔ
３
０
１
５
」
を

組
み
合
わ
せ
た
自
動
化
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　
新
設
備
導
入
に
よ
り
同

社
で
は
電
気
代
を
約

％

削
減
、
従
来
よ
り
も
切
断

面
が
美
し
く
仕
上
が
り
加

工
速
度
は
３

４
倍
ア
ッ

プ
し
た
。

　
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
板

厚
３
・
２

６
㍉
の
加
工

を
中
心
と
し
て
い
た
が
、

新
設
備
の
導
入
に
よ
り
同

０
・
１


㍉
ま
で
と
対

応
で
き
る
板
厚
の
幅
が
広

が
っ
た
こ
と
、
作
業
効
率

が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に

注
力
し
て
い
る
。

　
鋼
材
の
卸
業
を
生
業
と

す
る
植
木
鋼
材
（
栃
木
県

宇
都
宮
市
、
植
木
揚
子
社

長
）
は
、
金
属
材
料
に
付

加
価
値
を
与
え
る
加
工
業

に
注
力
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
複
数
の
加
工
機
を
導

入
し
、
２
０
１
８
年
に
ト

ル
ン
プ
製
の
レ
ー
ザ
加
工

機
「
Ｔ
ｒ
ｕ
Ｌ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ

３
０
３
０
ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
」

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
ス

テ
ン
レ
ス
の
薄
物
な
ど
の

微
細
加
工
を
実
現
。
今
ま

で
外
注
だ
っ
た
パ
イ
プ
加

工
を
内
製
化
し
た
。

　
ま
た
、
社
内
で
は
各
部

署
を
横
断
し
た
新
製
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
自
社
製
品
の
開
発
に

も
着
手
し
て
い
る
。
卸
業

は
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
る
た
め
、
同
社
で
は
顧

客
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が

ら
加
工
業
者
と
し
て
の
存

在
感
も
高
め
て
い
く
方
針

だ
。

　
現
在
の
精
密
板
金
事
業

は
顧
客
要
望
の
多
様
化
が

進
み
、
全
て
を
１
社
で
対

応
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め

溶
接
士
な
ど
の
技
能
レ
ベ

ル
向
上
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
最
新
設
備
を
導
入
す

る
こ
と
な
ど
で
事
業
の
幅

を
広
げ
新
規
市
場
開
拓
を

目
指
す
な
ど
、
企
業
の
存

在
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
国
内
溶
接
材
料
使
用
量

の
約
２
割
を
占
め
る
と
み

ら
れ
る
造
船
産
業
。
こ
こ

数
年
低
迷
し
た
状
態
が
続

い
て
い
た
が
、
国
土
交
通

省
の
造
船
統
計
速
報
に
よ

る
と
、上
期（
１

６
月
）

の
国
内
主
要

工
場
（
４

月
か
ら

工
場
）
に
よ
る

鋼
船
受
注
・
竣
工
実
績
は
、

受
注
が
前
年
同
期
比
２
・

５
倍
増
の

隻
、
同
３
倍

増
の
２
６
０
万
５
０
３
９

総
㌧
、
竣
工
が
同

・
３

％
減
の
１
４
９
隻
、
同


・
９
％
減
の
５
７
３
万
７

４
３
８
総
㌧
、
竣
工
船
価

が
同

・
６
％
減
の
５
８

８
１
億
円
と
な
り
、
竣
工

実
績
は
低
迷
し
て
い
る
も

の
の
、
受
注
実
績
は
回
復

基
調
が
鮮
明
に
な
っ
て
い

る
。

　
用
途
別
に
受
注
の
内
訳

み
る
と
、
貨
物
船
は
同
４

倍
増
の

隻
、
同
２
３
５

万
２
０
８
８
総
㌧
、
油
送

船
は
同
２
倍
増
の

隻
、

同
６
・
２
％
増
の

万
２

９
５
１
総
㌧
と
な
り
、
貨

物
船
が
受
注
の
伸
び
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。

　
竣
工
の
内
訳
を
み
る

と
、
貨
物
船
が
同

・
８

％
減
の
１
０
９
隻
、
同


・
２
％
減
の
４
１
６
万
１

３
５
４
総
㌧
、
油
送
船
が

同

・
８
％
減
の

隻
、

同

・
２
％
減
の
１
５
５

万
７
６
０
７
総
㌧
、
自
動

車
航
送
船
が
同

％
減
の

４
隻
、
同

・
８
％
減
の

１
万
１
４
６
４
総
㌧
、
そ

の
他
が
同

・
３
％
減
の

２
隻
、
同

％
減
の
６
９

４
７
総
㌧
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
造
船

業
界
で
は
、
今
治
造
船
の

檜
垣
幸
人
社
長
が
会
見
で

「
今
年
は
１
１
０
０
０
Ｔ

Ｅ
Ｕ
型
コ
ン
テ
ナ
船
や
フ

ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
船
の

建
造
が
増
え
て
お
り
、
韓

国
・
中
国
の
造
船
所
の
船

台
が
埋
ま
っ
て
き
て
い
る

の
で
短
納
期
船
も
交
え
て

船
価
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が

ら
受
注
を
伸
ば
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
「
造
船
は
回
復
基

調
で
来
年
以
降
の
め
ど
を

立
て
た
造
船
所
も
あ
る
」

（
溶
接
材
料
メ
ー
カ
ー
）、

「
今
期
に
入
り
新
造
船
の

商
談
が
活
発
化
し
、
約
２

年
分
の
線
表
は
埋
ま
っ
て

い
る
」
（
同
）
、
「
中
小

規
模
の
造
船
会
社
が
一
定

の
受
注
を
確
保
し
た
と
聞

く
」
（
溶
断
機
メ
ー
カ

ー
）
、
「
船
種
に
よ
っ
て

は
線
表
が
来
年
末
ま
で
埋

ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
」
（
溶
材
商
社
）
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
造
船
市

場
の
回
復
に
向
け
た
期
待

が
各
所
で
高
ま
っ
て
い

る
。

　東京パラリンピックの聖火の種火を
採火する採火器具と聖火を灯すトーチ
を大田工業連合会青年部（東京都大田
区）が制作した。溶接にくわえ、ヘラ
絞り加工と鏡面研磨などの複数の技術
を駆使するにあたり、区内の製造業８
社が集結して町ぐるみで制作にあたっ
た。
　写真は、聖火トーチを手にする松原
忠義大田区長（２面に関連記事）


